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（論文審査の要旨）

14員環マクロライド系抗菌薬の少量長期投与（マクロライド療法）は慢性副鼻腔炎などの

上・下気道の慢性炎症性疾患の保存的療法として多用されているが、治療機序に関して

ぐ｜は不明な点が多い。そこで抗酸化作用を有する内在性免疫調節物質の一つであるチオレ

ドキシン (TRX）とマクロライド療法との関連性について細胞培養実験によって検討した。

TRXは抗酸化物質としてのみならず、慢性炎症性疾患のeffector細胞とされている多核白

血球の遊走や活性化を阻止する内在性因子としても注目されている。本実験の結果、ク

ラリスロマイシン（CAM）には臨床容量でTRX産生増強作用があるものの、ジョサマイシン

(JM）にはそのような作用がないことが判明した。また、 CAMはTRXmRNAの転写は阻害する

ものの、 TRXmRNAの翻訳を増強することも判明した。これらの結果は、 14員環マクロラ

イド系抗菌薬、特にCAMが鼻粘膜上皮細胞のTRX産生能を増強させ、慢性副鼻腔炎の病態

改善の一因として寄与している可能性があることが示唆された。

以上、本論文が新しい知見を得ており、学術上価値のあるものと考えられる。
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